
2023.2　　水道だより

令和3年度の事業概要は次のとおりです

〈令和3年度事業運営状況〉

② 建設改良

① 給水状況

指　標　名

経 常 収 支 比 率

企業債残高対給水収益比率

施 設 利 用 率

管 路 更 新 率

内　　　容

（経常収益／経常費用）×100

（企業債現在高合計／給水収益）×100

（一日平均配水量／一日配水能力）×100

（当該年度に更新した管路延長／管路延長）×100

令和３年度

121.0%

400.2％

51.8％

0.34％

令和9年度目標値

100％以上を維持

450％以下

65.0%

1.05%

   向町浄水場中央監視装置等更新工事を令和３年度から令和６年度までの継続費として
工事を開始しました。水道管網の整備拡充や老朽管の更新を実施し、より安全で安定
した水道水の供給を図るとともに、災害に強いライフラインの構築に努めました。
　整備・更新した配水管は約5.3kｍで、総延長は561kｍになりました。

…収益で費用をどの程度賄えているかを表す指標で、単年度の収支が黒字であるこ
とを示す１００％以上であることが必要です。

…給水収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す指標です。
　　

…一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模
を判断する指標です。

…当該年度に更新した管路延長の割合を示す指標で、管路の更新ペースや状況を把
握できます。

経 常 収 支 比 率

企業債残高対給水収益比率

施 設 利 用 率

管 路 更 新 率

前年度比
前年度比
前年度比

給水人口
給水戸数
総配水量

76,279人
34,887戸

9,845,199㎥

670人  （0.87％）の減
142戸  （0.41％）の増

12,980㎥  （0.13％）の減

　水道事業では平成29年度に、長期的な視点から50年先100年先を見据えて、これまでにない厳し
い社会情勢に対応し、水道事業を未来に繋げるため、水道事業の基本方針を示すことを目的に、「行田
市水道事業ビジョン」を策定しました。
　今後も、「行田市水道事業ビジョン」に基づき収入の確保や経費の削減に努め、健全な水道事業経営
を推進してまいります。
  なお、令和３年度の事業運営状況については、以下のとおりです。

令和3年度 水道事業会計の決算概要は次のとおりです

資本的収支は、水道施設の建設・改良工事及び企業債償還などにかかる資金の収支を表すもの
です。

収入 500,542千円  前年度比　 164,302千円（48.86％）の増
支出 1,055,159千円  前年度比　 191,988千円（22.24％）の増

収支差引で　554,617千円の資金不足となりましたが、この不足額は減価償却費などの
内部留保資金で補てんしました。

②
資
本
的（
建
設
部
門
）収
支（
金
額
は
税
込
み
で
表
示
） 支　　　　出

1,055,159千円
建設改良費

612,596千円（58.1%）
企業債元金償還金

442,563千円（41.9%）

収　　　　入
500,542千円

企業債
450,000千円
（89.9％）

補助金 42,542千円（8.5％）

補てん財源 554,617千円

①
収
益
的（
営
業
部
門
）収
支
（
金
額
は
税
抜
き
で
表
示
）

収　　　　　入
1,756,915千円

支　　　　　出
1,458,170千円

そ の 他 109,459千円（6.2％）
長期前受金戻入 220,139千円（12.5%）

水道料金　1,427,317千円（81.3%）

支払利息 94,540千円（6.5%）

維持管理費等
744,252千円（51.0%）

減価償却費
619,378千円（42.5%）

収益的収支は、水道水を供給するなどの営業活動の結果を表すものです。

収入 1,756,915千円 　前年度比　 25,333千円（1.46％）の増
支出 1,458,170千円 　前年度比 　 8,644千円（0.59％）の減

収支差引額（純利益）　298,745千円　　前年度比　33,977千円の増

純利益 298,745千円

県交付金  8,000千円（1.6％）

令 和 ３ 年 度 の 決 算 と 事 業 の あらまし令 和 ３ 年 度 の 決 算 と 事 業 の あらまし
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